
第Ⅶ章　国際関係の動向

(1029)

（１）武見フェローの研究成果の報告について
　2020 − 2021 年度の武見プログラムは、新型コロナウイルス感染症の世界的なパンデミックの影響
により、2020 − 2021 年度をリモート、2021 − 2022 年度を現地参加する形式を採用している。日本
人武見フェロー２名は、１名が 2021 年９月から現地参加し、もう１名は国内から研究成果の報告書
を本会ウェブサイトに掲載した。

（２）日本人武見フェローの選考
　2022 − 2023 年度の武見フェローの募集を行ったが、応募要件を満たす応募者がおらず、選考は実
施しなかった。
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